
佐久島診療所
愛知県 36期 渡会麻未（わたらい まみ）



佐久島は愛知県の三河湾に位置する離島です

ココ



愛知県には３つの離島があります

•佐久島だけ、管轄の市
が他の離島と異なるた
め、他の離島との交流
がありません。

• また、その影響で、本土
との連絡船が出る場所
も異なりますし、連絡船
の本数が他の離島より
極端に少ないです。

•佐久島は愛知県で最も
面積の広い離島です。

※佐久島は西尾市、
日間賀島、篠島は南知多町



定期船の数が少ないです。

隣の、篠島、日間賀島では
6時半～7時10分まで1時間に2-3本
の定期船がありますが、
佐久島では6時半～18時半まで7本
しか渡船がありません。

また小さなフェリーで自家用車を
乗せることが出来ませんが、渡船
場からのバスも殆どないので、皆さ
ん、本土ではタクシーで移動した
り、本土用にもう一台車を購入して
います。片道：大人820円

子供410円



アートの島として最近では
観光客でにぎわっています

インスタ映えすると若い人
から人気です。



漁業と観光が中心の島です。

佐久島 定期船



人口比(H22年度 国勢調査)

人口数 世帯数 65歳
以上

高齢化率

佐久島 271人 134世帯 152人 56.08%

日間賀島 2051人 630世帯 588人 28.67%

篠島 1763人 634世帯 684人 38.78%

他の離島より、人口が少ないが、
高齢化率が最も高い。



独居世帯数

老老介護、高齢者独居が他の離島より多い



診療所

診療所は、佐久島の
中央に位置します。
診療日は月、水、金の

3日間ですが、
夏場は観光客の事故

などあったときのため、
土日も診療しています。



受診者数

最寄りの西尾市の
開業医が

クリニックを閉鎖

平均 （人/日)
1月 11.73
2月 12.91
3月 11.9
4月 11.42
5月 10.77
6月 12.62
7月 13.8



島外の病院にかかるのにはお金がかかる

•渡船代：片道 約25分 820円(高齢者補助 往復で700円の割引あり)

•眼科(2週間に1回)：クリニックからの無料バスあり

•透析：クリニックからの無料送迎あり

•整形外科：タクシーないしは自家用車

•歯科：タクシーないしは自家用車

•市民病院：行きは名鉄バスあり(片道580円)

• (午前中で公共の直通のバスがなくなってしまうため、帰路は1万円以上
かけてタクシーで帰ってくることや、電車やタクシーを乗り継いでくる)



大変にも関わらず島外の病院に定期的に
かかっている方は多い

Q島外の病院に定期受診していますか？

Yes 57％、No 43％

Yes No

科別

内科 眼科 整形外科 外科 泌尿器科 皮膚科

Paf、PCI後、
DM、COPD、

PAD

RA、OA,
坐骨神経痛



ちなみに、島外の病院にかかっている人の
交通手段は、バスやタクシーが多い

①自家用車

②バス(眼科はクリニックの無料送迎あり、

市民病院まで片道560円、30分)

③親族・知人の送り迎え

④タクシー

(最寄りの市民病院片道4700円

一番近いの整形外科 片道3000円)
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移動手段

お金や時間がかかっても
島外の病院に通う理由と
しては、慢性疾患は専門
医に診てもらいたい。

長期の疾患は同じ先生
がいい。入院して、加療し
てそのまま外来継続、と
いう理由が多い。



診療所で出来ること、していること

•小児～高齢者まで

•内科だけでなく、整形外科、皮膚科、泌尿器疾患も無理のない
範囲でみています。

•いるのは医師1名、看護師1名、事務1名の3人です

•診療所で出来る検査は、エコー、レントゲン、心電図のみです。

•採血は委託で結果が出るのは2日後です。

•処方も薬剤師さんがいないので、自分たちで行っています。

•レントゲンも技師さんがいないので、医師がとります



往診もしてます。

往診 人/月

1月 5人

2月 4人

3月 5人

4月 4人

5月 3人

6月 9人

7月 4人



緊急システム

•島の65歳以下で、消防団を形成

•西尾市一色分署から救急隊員2(-3)人が

8時半～17時まで常駐(休日、祝日含め)

24時間365日 診療所医師に電話相談可



島民にアンケートをとりました。
島内での診療所の役割について、最も重要な
ものは何だと思いますか？

慢性疾患などの健康管理と、病気の予防
健康相談など気軽にできる場所
救急対応
大きな病院への紹介窓口



島内で生活していくために、
本土に住む人よりも、しっかりとした
健康管理は大事だと思いますか？

思っているし、実行している

思っているが、実行できない

思っているが、何をしていいか分からない

本土の人と同じでいいと思う

好きなように生活したらいいと思う

具体的には。。。
1位 食事管理
2位 人間ドック
3位 運動管理



•島民は診療所に、日々の健康管理を
最も期待している。

•島で元気に長く暮らしていくために、自
分自身でも健康管理が必要だと思っ
ているが、何をしていいか分からな
い、なかなか実行できない人が多い。



診療所でも島民のニーズに
こたえられる工夫をしています

•月1回、診療所通信等いう形で、島民が興味ありそうな話題、

病気などを回覧板で配っています



健康教室

•予防医学に興味がある

島民向けに始めました。



1日の患者数が少ないから

•食事管理や運動の仕方などゆっくり丁寧にお話しするよう心がけて
います。

•運動療法を指導しながら実際に

一緒に体操を行ったり、食事内容を

ゆっくり確認したり時間をかけるように

心がけています。

・栄養士さんや理学療法士さんが

いない中で、できる範囲でできるだけ

のことをしています。


